
北
方
領
土
の
観
光
活
用
を

体験教育企画社長　　藤澤　安良

旅
行
商
品
の
割
引
支
援

鳥
取
県
　

復
興
に
国
の
補
助
金
活
用

関東運輸局が実証事業

外国人に着地型旅行ＰＲ
英語サイトに全国商品掲載

Ｕ
Ｓ
Ｊ
、大
阪
城
で
イ
ベ
ン
ト

戦
国
テ
ー
マ
に
シ
ョ
ー

ＷＥＢ集客最前線（年振り返り）

第

回

〝江戸の町〟彩る
光のイベント

東映太秦映画村

宮
城
県
の
夏
季
観
光
客
入
込
数


年
比
増
も
震
災
前
下
回
る

飲
食
店
、観
光
の

新
施
設
を
整
備
へ

大
阪
城
公
園

ポ
ケ
モ
ン
Ｇ
Ｏ
で

経
済
効
果

億
円

石
巻
で
イ
ベ
ン
ト



　
２
０
１
６
年
は
、
リ
オ
デ
ジ

ャ
ネ
イ
ロ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

は
じ
め
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
活
躍

が
目
立
っ
た
。
３
年
半
後
の
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
期
待
が
つ

な
が
る
年
に
な
っ
た
。
熊
本
地

震
は
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
。
そ
の
後
も
鳥
取
や
東
北
な

ど
で
も
地
震
が
起
こ
っ
て
い

る
。
防
災
意
識
を
高
め
て
備
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
沖
縄
で
心
配
さ
れ
て
い
た
オ

ス
プ
レ
イ
が
不
時
着
か
墜
落
か

い
ず
れ
に
し
て
も
大
破
し
た
。

経
過
や
原
因
は
と
も
か
く
、
沖

縄
の
基
地
問
題
に
対
す
る
不
満

を
増
幅
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
大
統
領

が
来
日
し
た
。
期
待
が
高
ま
っ

た
の
は
北
方
領
土
返
還
の
前
進

で
あ
っ
た
が
、
実
効
支
配
が
続

く
中
で
の
戦
後

年
も
の
歳
月

が
返
還
を
難
し
く
し
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
。
今
知
り
得
る
限
り

に
お
い
て
合
意
に
至
っ
た
の

は
、
具
体
的
な
内
容
は
明
ら
か

で
は
な
い
が
、
特
別
制
度
を
設

け
て
の
共
同
経
済
活
動
で
あ
っ

た
。
酉
年
の
２
０
１
７
年
は
、

日
本
で
一
番
早
く
朝
が
明
け
、

鶏
の
鳴
き
声
が
聞
け
る
北
方
領

土
返
還
が
夜
明
け
を
迎
え
て
ほ

し
い
も
の
で
あ
る
。

　
北
方
領
土
で
の
経
済
交
流
は

い
く
つ
も
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
が
、
目
玉
に
な
る
の
は

多
額
の
投
資
を
必
要
と
せ
ず
、

多
く
の
ウ
ィ
ン
・
ウ
イ
ン
が
期

待
で
き
る
観
光
で
あ
る
。
低
迷

気
味
の
道
東
観
光
の
起
爆
剤
に

な
る
は
ず
で
あ
る
。
な
か
で
も

国
後
島
は
標
津
町
か
ら

㌔
の

距
離
で
晴
れ
れ
ば
い
つ
も
見
え

て
い
る
島
で
、
大
型
望
遠
鏡
で

人
が
見
え
る
距
離
で
あ
る
。
限

ら
れ
た
枠
で
元
島
民
の
墓
参
団

の
訪
問
が
行
わ
れ
て
き
た
だ
け

で
あ
る
。
激
寒
の
地
ゆ
え
に
人

口
は
少
な
く
、
開
発
が
進
む
と

言
っ
て
も
舗
装
道
路
も
少
な

く
、
日
本
の
田
舎
の
比
で
は
な

い
。
以
前
、
秋
に
択
捉
島
に
行

っ
た
人
は
、
川
が
鮭
の
遡
上
で

真
っ
黒
に
波
打
っ
て
い
た
と
言

う
。
自
然
の
豊
か
さ
は
格
別
で

あ
り
、
豊
か
な
漁
場
で
あ
り
、

風
景
と
味
覚
に
つ
い
て
は
魅
力

い
っ
ぱ
い
の
観
光
地
と
な
る
。

　
さ
ら
に
は
ヒ
ロ
シ
マ
、
ナ
ガ

サ
キ
、
オ
キ
ナ
ワ
に
並
ん
で
、


年
間
も
行
け
な
か
っ
た
ゆ
え

に
平
和
学
習
の
四
大
メ
ッ
カ
に

な
り
、
修
学
旅
行
の
行
き
先
と

し
て
も
脚
光
を
浴
び
る
こ
と
に

な
る
の
は
間
違
い
な
い
。

　
例
え
ば
、
標
津
町
の
港
か
ら

客
船
、
高
速
船
な
ど
で
午
前
９

時

分
に
出
発
し
、
国
後
の
泊

港
に

時
に
到
着
し
、
貸
し
切

り
バ
ス
で
島
内
観
光
を
行
い
、


時

分
に
終
了
し
、
港
で
物

産
の
購
入
時
間
を
確
保
し
、
国

後

時

分
発
で
標
津
港
に


時
に
到
着
す
る
。
往
復
同
一
の

人
物
が
往
来
す
る
日
帰
り
コ
ー

ス
か
ら
始
め
る
。

　
元
島
民
は
元
島
民
身
分
登
録

証
を
持
ち
、提
示
で
審
査
と
し
、

観
光
客
は
、
運
転
免
許
証
な
ど

の
身
分
を
証
明
す
る
書
類
審
査

で
乗
船
許
可
が
出
る
と
い
う
シ

ス
テ
ム
に
す
れ
ば
よ
い
。
旅
行

費
用
は
船
代
、
貸
し
切
り
バ
ス

代
、
ガ
イ
ド
料
、
昼
食
代
、
お

土
産
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
、
資
料

代
な
ど
で
構
成
し
、
１
人
当
た

り
１
万
５
千
円
か
ら
２
万
円
で

１
日
限
定
１
０
０
人
程
度
と

し
、
年
間
数
億
円
の
売
り
上
げ

が
現
地
に
落
ち
る
。

　
道
東
は
そ
の
前
後
泊
で
潤

い
、
羽
田
―
根
室
中
標
津
便
の

搭
乗
率
は
格
段
に
上
が
り
、
機

材
の
大
型
化
や
増
便
、
あ
る
い

は
羽
田
以
外
の
空
港
か
ら
の
路

線
拡
大
に
も
つ
な
が
る
可
能
性

を
持
つ
。
こ
の
企
画
の
リ
ス
ク

や
問
題
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
両

国
が
合
意
し
て
最
初
に
取
り
組

め
る
実
現
可
能
な
経
済
活
動
で

あ
る
。

年
は
戦
後

年
間
の

夜
明
け
を
期
待
し
た
い
。

　
今
号
で
は
、
２
０
１
６
年
の

振
り
返
り
を
行
い
た
い
と
思

う
。

　

年
一
番
の
大
き
な
動
き
と

言
え
ば
、
や
は
り
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
に
関
す
る
出
来
事
で
あ
ろ

う
。
大
都
市
の
ホ
テ
ル
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
地
方
の
旅
館
・

ホ
テ
ル
に
ま
で
海
外
ゲ
ス
ト
が

来
館
し
た
り
、
海
外
Ｏ
Ｔ
Ａ
か

ら
の
予
約
が
急
増
し
た
り
と
、

そ
の
影
響
を
肌
感
覚
で
も
実
感

し
た
施
設
も
多
い
か
と
思
う
。

　
た
だ
し
、
以
前
に
お
伝
え
し

た
よ
う
に
、
こ
こ
に
来
て
全
体

で
見
れ
ば
増
加
し
て
い
る
も
の

の
、
地
域
別
に
見
れ
ば
前
年
対

比
で
減
少
に
転
じ
て
い
る
地
域

も
あ
り
、
現
在
は
一
服
感
が
あ

る
。
と
は
言
え
、
今
後
、
世
界

中
の
旅
行
人
口
は
増
え
続
け
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
伸
び
し

ろ
が
あ
る
市
場
で
あ
る
の
で
、

こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
十
分
な

対
応
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ

う
。

　
続
い
て
、
動
画
コ
ン
テ
ン
ツ

の
隆
盛
で
あ
る
。
こ
ち
ら
も
以

前
に
お
伝
え
し
た
よ
う
に
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
動
画
を
搭
載
し

て
、
そ
の
魅
力
を
伝
え
る
と
い

う
施
策
が
広
が
り
を
見
せ
た
。

日
本
の
み
な
ら
ず
世
界
的
な
ト

レ
ン
ド
で
あ
る
こ
と
も
お
伝
え

し
た
が
、
特
に
旅
館
・
ホ
テ
ル

で
は
従
来
、
訪
問
す
る
こ
と
で

し
か
味
わ
う
こ
と
の
で
き
な
か

っ
た
臨
場
感
を
、
よ
り
リ
ア
ル

に
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ

の
魅
力
を
伝
え
や
す
く
な
っ
た

と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
三
つ
目
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
流
行

に
伴
う
情
報
配
信
の
変
化
が
挙

げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
だ
ま

だ
集
客
に
十
分
寄
与
し
て
い
る

施
設
は
多
く
な
い
と
思
う
が
、

若
年
層
を
中
心
と
し
た
ユ
ー
ザ

ー
が
活
用
し
て
い
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
状
況
で
あ
り
、
こ
ち

ら
も
遅
か
れ
早
か
れ
取
り
組
ま

ざ
る
を
得
な
い
も
の
と
な
る
で

あ
ろ
う
。
試
し
に
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
で
屋
号
検
索
を
か
け
て
み

る
と
分
か
る
と
思
う
が
、
自
施

設
に
関
し
て
驚
く
ほ
ど
多
く
の

写
真
投
稿
が
な
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
気
付
く
か
と
思
う
。

　

年
、
特
に
注
目
度
の
高
か

っ
た
事
象
３
点
に
つ
い
て
述
べ

た
が
、
こ
れ
以
外
に
も
多
々
動

き
が
あ
っ
た
。
特
に
Ｗ
Ｅ
Ｂ
の

世
界
は
動
き
が
早
い
と
言
わ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
あ
っ
と
い
う

間
に
情
勢
が
変
わ
る
こ
と
も
少

な
く
な
い
。
そ
れ
だ
け
に
未
来

を
予
測
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

る
が
、
時
流
を
と
ら
え
て
、
乗

り
遅
れ
な
い
よ
う
に
都
度
、
対

策
を
立
て
て
い
く
し
か
な
い
。

今
後
も
時
流
適
応
す
る
た
め
の

情
報
を
い
ち
早
く
お
伝
え
し
て

い
き
た
い
と
思
う
。

　
（
株
式
会
社
ア
ビ
リ
テ
ィ
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
株
式
会
社
プ

ラ
イ
ム
コ
ン
セ
プ
ト
　
内
藤
英

賢
）
＝
隔
週
掲
載

（１７） 第２８７５号第３種郵便物認可２０１７年（平成２９年）１月５日（木曜日）

点
灯
式
な
ど
が
行
わ
れ
た
内

覧
会

　
東
映
太
秦
映
画
村
（
京
都

市
右
京
区
）
は
、
「
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
・
フ
ァ
ン
タ
ジ

ー
　
光
の
華
ま
つ
り
」
を
開

催
し
て
い
る
。
開
催
日
は


月

、
、
日
と
１
月
３
、

７
、
８
日
。

　
「
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
光
の
華
ま
つ

り
」
は
、
「
花
」
を
モ
チ
ー

フ
に
江
戸
の
町
を
光
フ
ァ
イ

バ
ー
の

万
ド
ッ
ト
の
光
の

粒
と

万
球
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
で
華

や
か
に
彩
る
。
和
の
粋
で
雅

な
空
間
演
出
と
最
新
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
技
術
の
融
合
が

不
思
議
な
空
間
を
作
る
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
光
の
演
出
を

用
意
。
「
お
い
ら
ん
煌
（
ひ

か
り
）
道
中
」
は
、
光
フ
ァ

イ
バ
ー
１
万
ド
ッ
ト
の
光
る

粒
を
縫
い
込
ん
だ
衣
装
を
ま

と
っ
た
お
い
ら
ん
が
華
や
か

に
練
り
歩
く
。

　
「
イ
ル
ミ
侍
と
あ
そ
ぼ
う

！
」
で
は
、
光
る
侍
が
村
内

を
か
っ
歩
。
客
も
光
る
剣
や

光
る
衣
装
を
身
に
着
け
、
記

念
撮
影
で
き
る
。
「
光
の
ド

ー
ム
ト
ン
ネ
ル
」
は
、
光
の

海
に
浮
か
ぶ
ト
ン
ネ
ル
を
く

ぐ
り
、
ド
ー
ム
の
中
で
は
光

の
花
火
が
上
が
る
。

　
時
代
劇
の
オ
ー
プ
ン
セ
ッ

ト
の
江
戸
の
町
も
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
さ
れ
る
。
水
上
に
輝
く

「
光
の
華
」
な
ど
の
演
出
も

あ
る
。

　

月

日
に
は
、
マ
ス
コ

ミ
向
け
内
覧
会
が
開
催
さ
れ

た
。
特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
ア

ソ
ビ
シ
ス
テ
ム
所
属
の
モ
デ

ル
、
柴
田
紗
希
さ
ん
ら
が
登

場
。
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
用

の
特
殊
な
衣
装
に
身
を
包
ん

で
点
灯
式
を
行
っ
た
。

英
語
版
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
画
面

イベントの様子（写真提供＝ユー・エス・ジェイ）

　
国
土
交
通
省
関
東
運
輸
局

は

月

日
、
日
本
を
訪
れ

た
外
国
人
旅
行
者
に
全
国
の

着
地
型
旅
行
商
品
を
紹
介
す

る
英
語
版
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

開
設
し
た
。
外
国
人
の
目
線

で
選
定
し
た
全
国
の
２
０
０

商
品
を
掲
載
し
て
い
る
。
訪

日
外
国
人
旅
行
者
の
地
方
へ

の
誘
客
に
向
け
て
、
主
な
滞

在
地
周
辺
の
着
地
型
旅
行
商

品
を
活
用
す
る
実
証
事
業

で
、
開
設
期
間
は
２
０
１
７

年
２
月

日
ま
で
。

　
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
、
文

化
、
温
泉
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ

ィ
、
料
理
な
ど
の
テ
ー
マ
別

を
は
じ
め
、
エ
リ
ア
別
、
季

節
別
で
検
索
が
可
能
。
エ
リ

ア
は
、関
東
、北
陸
、関
西
、

北
海
道
を
は
じ
め
全
国
を
網

羅
し
て
い
る
。

　
各
商
品
の
ペ
ー
ジ
で
は
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
や
料

金
、
交
通
ア
ク
セ
ス
、
電
子

メ
ー
ル
な
ど
の
問
い
合
わ
せ

先
を
掲
載
し
て

い
る
。

　
開
設
期
間
中

の
ア
ク
セ
ス
や

申
し
込
み
の
状

況
な
ど
を
把
握

し
、
情
報
提
供

の
仕
組
み
づ
く

り
に
生
か
す
。

　
サ
イ
ト
名
は

「
Ｔ
ｒ
ｅ
ａ
ｓ

ｕ
ｒ
ｅ
ｓ
　
ｉ

ｎ
　
Ｊ
ａ
ｐ
ａ

ｎ
ｅ
ｓ
ｅ
　
ｏ

ｐ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ
　
ｔ
ｏ
ｕ

ｒ
ｓ
」
。

　
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
次
の
通
り
。

　https://www.opt-tours.jp
/JPsightseeing/

　
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ス
タ
ジ

オ
・
ジ
ャ
パ
ン
（
Ｕ
Ｓ
Ｊ
、

大
阪
市
）
は

月

日
、
期

間
限
定
で
大
阪
城
を
舞
台
に

開
催
す
る
「
戦
国
・
ザ
・
リ

ア
ル
ａ
ｔ
大
坂
城
」
を
開
始

し
た
。
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・

ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
２
０
１

７
」
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
で
、

開
催
期
間
は

年
３
月

日

ま
で
。

　
大
阪
城
を
背
景
に
プ
ロ
ジ

ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
、

ラ
イ
ブ
・
シ
ョ
ー
、
花
火
を

展
開
す
る
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
・

ラ
イ
ブ
シ
ョ
ー
と
、
戦
国
時

代
の
城
下
町
を
ほ
う
ふ
つ
と

さ
せ
る
「
楽
市
楽
座
」
「
大

阪
城
天
守
閣
特
別
展
示
」
な

ど
を
行
う
。
大
阪
市
が
推
進

し
て
い
る
大
坂
城
Ｐ
Ｍ
Ｏ
事

業
の
一
環
。
Ｊ
Ｔ
Ｂ
西
日
本

が
協
賛
し
て
い
る
。

　

月

日
に
は
プ
レ
ス
プ

レ
ビ
ュ
ー
が
開
催
さ
れ
、
２

千
人
が
鑑
賞
し
た
。

　
来
場
し
た
Ｊ
Ｔ
Ｂ
西
日
本

の
光
山
清
秀
社
長
は
「
大
阪

城
と
Ｕ
Ｓ
Ｊ
は
最
強
の
組
み

合
わ
せ
。
夜
の
時
間
も
楽
し

め
る
日
本
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ

ン
メ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
、
大

阪
か
ら
日
本
を
元
気
に
し
た

い
」
と
話
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
の
エ
グ
ゼ
ク
テ

ィ
ブ
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の

土
居
聡
氏
（
ユ
ー
・
エ
ス
・

ジ
ェ
イ
）
は
、
「
こ
こ
か
ら

新
た
な
日
本
の
『
ク
ー
ル
』

を
発
信
し
て
い
き
た
い
。
初

め
て
の
パ
ー
ク
外
イ
ベ
ン
ト

は
と
て
も
大
き
な
チ
ャ
レ
ン

ジ
だ
っ
た
」
と
語
っ
た
。

　
鳥
取
県
は
、
鳥
取
県
中
部

地
震
を
踏
ま
え
て
観
光
庁
が

策
定
し
た
「
鳥
取
応
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
を
活
用
し
、
国
内

旅
行
の
需
要
回
復
を
目
指

す
。
国
か
ら
の
補
助
金
を
受

け
、
県
が
認
め
た
旅
行
会
社

が
造
成
す
る
宿
泊
・
周
遊
ツ

ア
ー
が
１
月
か
ら
割
引
販
売

さ
れ
る
よ
う
に
支
援
す
る
。

　
「
と
っ
と
り
で
待
っ
と
り

ま
す
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
（
国

内
向
け
旅
行
商
品
造
成
支
援

事
業
）
と
し
て
実
施
。
鳥
取

県
内
に
１
泊
以
上
し
て
周
遊

を
伴
う
、
参
加
者
１
人
当
た

り
２
万
円
以
上
の
ツ
ア
ー
が

対
象
。
ツ
ア
ー
費
用
の
最
大

１
万
円
を
補
助
し
、
旅
行
会

社
が
割
引
販
売
で
き
る
よ
う

に
す
る
。
予
算
規
模
は
１
億

５
千
万
円
。

　
割
引
販
売
と
な
る
ツ
ア
ー

の
実
施
期
間
は
１
月

日
～

３
月

日
。
１
月
６
日
以
降

に
各
旅
行
会
社
か
ら
順
次
販

売
さ
れ
る
。

　
こ
の
他
、
観
光
庁
の
「
鳥

取
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」で
は
、

鳥
取
県
へ
の
メ
デ
ィ
ア
の
招

請
事
業
を
行
う
ほ
か
、
日
本

政
府
観
光
局
（
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
）

を
通
じ
た
海
外
へ
の
情
報
発

信
も
強
化
。
地
域
づ
く
り
で

は
、
「
地
域
資
源
を
活
用
し

た
観
光
地
魅
力
創
造
事
業
」

で
倉
吉
市
を
支
援
中
で
あ
る

ほ
か
、
広
域
観
光
周
遊
ル
ー

ト
「
縁
の
道
～
山
陰
～
」
に

関
し
て
多
言
語
の
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
の
作
成
な
ど
を
支
援
し

て
い
る
。

　
大
阪
城
公
園
（
大
阪
市
）

を
管
理
運
営
す
る
大
阪
城
パ

ー
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
共
同
事

業
体
は
こ
の
ほ
ど
、
２
０
１

７
年
に
二
つ
の
施
設
を
オ
ー

プ
ン
さ
せ
る
と
発
表
し
た
。

大
阪
城
公
園
駅
前
に
飲
食
店

な
ど
が
出
店
す
る
施
設
「
Ｊ

Ｏ
―
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｒ
Ａ
Ｃ
Ｅ
　
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
（
ジ
ョ
ー
・
テ
ラ

ス
・
オ
オ
サ
カ
、
愛
称
）
」

を
、
本
丸
広
場
に
新
し
い
観

光
施
設
を
整
備
す
る
。

　
「
ジ
ョ
ー
・
テ
ラ
ス
・
オ

オ
サ
カ
」
は
、
大
阪
城
公
園

の
新
し
い
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
と

し
て
６
月
に
開
業
予
定
。
観

光
客
や
大
阪
城
ホ
ー
ル
来
場

者
な
ど
の
利
用
を
見
込
ん
だ

飲
食
店
を
中
心
と
し
た
施

設
。
鉄
骨
造
り
２
階
建
て
で

延
べ
床
面
積
は
４
８
２
３
平

方
㍍
。

　
新
施
設
に
出
展
す
る
予
定

の
店
舗
は
、
パ
ン
ケ
ー
キ
の

「
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
」
、
鉄
板
焼
の

「
錦
城
亭
」
、
カ
フ
ェ
の

「
タ
リ
ー
ズ
コ
ー
ヒ
ー
」
、

ビ
ュ
ッ
フ
ェ
の
「
城
の
森
ダ

イ
ニ
ン
グ
」
な
ど
。

　
本
丸
広
場
の
観
光
施
設
は


年
秋
に
開
業
予
定
。
歴
史

的
建
造
物
の
旧
第
四
師
団
司

令
部
庁
舎
を
改
修
し
、
大
阪

城
天
守
閣
を
訪
れ
る
観
光
客

を
対
象
に
飲
食
、
物
販
、
歴

史
体
験
な
ど
を
提
供
す
る
施

設
に
す
る
。

　
出
店
予
定
は
レ
ス
ト
ラ
ン

の
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ
　
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｒ
Ｋ
　
Ｓ
Ｑ
Ｕ
Ａ
Ｒ
Ｅ
　

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
」
（
仮
称
）
、

土
産
・
物
販
の
「
大
阪
城
　

本
陣
」
「
忍
屋
」
な
ど
。

　
宮
城
県
は

月

日
、

「
仙
台
・
宮
城『
伊
達
な
旅
』

夏
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
開
催

し
た
２
０
１
６
年
７
～
９
月

の
観
光
動
向
の
調
査
結
果
を

ま
と
め
た
。
期
間
中
の
観
光

客
入
込
数
は
９
０
２
万
１
千

人
。
同
様
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
し
た

年
同
期
比
で

は
１
・
１
％
減
、
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
実
施
し
て
い
な
か
っ

た

年
同
期
比
で
は
６
・
７

％
増
だ
っ
た
。
東
日
本
大
震

災
発
生
前
の

年
同
期
と
の

比
較
で
は
５
・
５
％
減
と
な

っ
た
。

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
エ
リ
ア
内

の
観
光
施
設
や
宿
泊
施
設
、

祭
り
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど
１
０

４
カ
所
を
抽
出
し
て
回
答
を

集
計
し
た
。

　
観
光
客
入
込
数
を
月
別
に

見
る
と
、
７
月
は

年
同
期

比

・
１
％
増
の
２
０
２
万

３
千
人
、
８
月
は
同
８
・
９

％
増
の
４
７
０
万
人
だ
っ
た

が
、
９
月
は
同
６
・
８
％
減

の
２
２
９
万
８
千
人
だ
っ

た
。

年
同
期
と
の
比
較
で

は
す
べ
て
の
月
で
マ
イ
ナ
ス

だ
っ
た
。

　
調
査
対
象
の
宿
泊
施
設

（

カ
所
）
の
宿
泊
観
光
客

数
は

万
８
千
人
で
、

年

同
期
比
６
・
１
％
減
、

年

同
期
比
３
・
３
％
減
だ
っ
た
。

震
災
前
の

年
同
期
比
で
は

０
・
８
％
減
だ
っ
た
。

　
エ
リ
ア
別
で
は
、
県
南
が


年
同
期
比
４
・
０
％
減
の

６
万
５
千
人
、
仙
台
・
松
島

が
同
０
・
９
％
減
の

万
７

千
人
、
三
陸
が

・
０
％
減

の
７
万
１
千
人
、
県
北
が
同

８
・
５
％
減
の
５
万
５
千
人

だ
っ
た
。
年
同
期
比
で
は
、

仙
台
・
松
島
以
外
の
エ
リ
ア

は
マ
イ
ナ
ス
で
震
災
前
の
実

績
に
届
か
な
か
っ
た
。

　
宮
城
県
は

月

日
、
位

置
情
報
を
利
用
し
た
人
気
ゲ

ー
ム
「
ポ
ケ
モ
ン
Ｇ
Ｏ
」
の

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
た


年

月

～

日
の
石
巻
市

の
観
光
客
入
込
数
が
約

万

人
に
上
っ
た
と
発
表
し
た
。

同
期
間
中
の
観
光
消
費
額
を

約

億
円
と
試
算
し
て
い

る
。

　
県
が

月

日
に
石
巻
市

で
開
催
し
た
「
ポ
ケ
モ
ン
Ｇ

Ｏ
」
関
連
イ
ベ
ン
ト
の
来
場

者
が
１
万
人
を
超
え
た
ほ

か
、
ゲ
ー
ム
内
で
珍
し
い
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
の
出
現
率
が
東

北
で
高
ま
る
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
た
こ
と
で
、
入
込
数
や

消
費
が
拡
大
し
た
と
み
ら
れ

る
。


